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～Clinical Considerations of Subgingival Contour of Esthetic Restoration～

きばやし歯科医院　院長
大阪大学大学院歯学研究科臨床教授
北海道大学病院客員臨床教授
新大阪歯科技工士専門学校
非常勤講師

所属学会
日本補綴歯科学会専門医・指導医、
日本口腔インプラント学会専門医、
日本歯科審美学会認定医、
日本臨床歯周病学会認定医、
日本歯周病学会会員、
European Academy of Esthetic 
Dentistry Affiliate Member

Hiroyuki Kibayashi,RDT, DDS, PhD

木林 博之

ZimVie Japan合同会社, Hu-Friedy, 松風, Ultradent Japan

技工士
同伴可

Day 1

15期

2025年

¥550,000（税込）
12名

開催場所 ジンヴィ・ジャパン合同会社 大阪セミナールーム 参加対象

定　員

受講料

歯科医師（歯科技工士同伴が望ましい）

Day 2 Day 3 Day 4

10：00～18：00    
6/14 土

9：00～17：00  
6/15 日

10：00～18：00 
7/12 土

9：00～17：00
7/13 日

10：00～18：00    
9/27 土

9：00～17：00  
9/28 日

10：00～18：00 
10/18 土

9：00～17：00
10/19 日16期

大阪府豊中市寺内2丁目4-1 緑地駅ビル4階

模型（4種類）・材料代込み　

診査診断、歯間乳頭、歯肉縁下カントゥア
フィニッシュラインの位置、ジンジバルフレームワーク
中切歯および前歯部歯冠形態、診断用ワックスアップ
診断用ワックスアップ    （中切歯１本）
プロビジョナルレストレーションの製作
歯科医師と歯科技工士との関係　デジタルとその支台歯形成

プロビジョナルレストレーション の トリミングとマージン調整
歯肉縁下カントゥアによるジンジバルフレームワーク
Keynoteを用いた実習、iPhoneからの写真取り込み、診断
歯肉縁下・縁上カントゥアの調整、歯冠形態修正 
歯肉縁下カントゥアのトランスファーのための模型製作法  単冠編 
本セミナーコンテンツの中で疑問となりやすい事項について
支台歯形成、印象採得、セメンティング

ポンティックサイトの歯槽堤保存および歯槽堤造成の必要性、
ポンティック形態とジンジバルフレームワーク
結合組織移植による歯槽再建術
ポンティックサイトのマネージメント、ポンティック基底面形態の調整
ポンティック基底面形態のトランスファーのための模型製作法

歯科審美修復における歯冠長延長術
モックアップ・サージカルステントの製作
歯科審美修復における歯冠長延長術
歯冠長延長術後の補綴処置の難しさ
前歯部インブラントクラウンの歯肉縁下カントゥアとその調整方法
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歯科技工士同伴受講可能  ※技工士同伴の場合、別途昼食費等 ¥16,500（税込）

参加お申し込み・お問合せ

seminar@kibayashi-dental.com

森田 誠

Oral Design Kyoto　代表
新大阪歯科技工士専門学校
非常勤講師

Makoto Morita, RDT

特設サイト内の「参加申し込みフォーム」
もしくは、下記メールアドレスよりお願い
します。「特設サイト」にはセミナーの詳
細や、受講者の声などをまとめています。
受講検討の際にぜひご覧ください。

特設サイト


